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～第16回 ツール・ド・草津～

高原ルートを疾走！高原ルートを疾走！



区
長
交
代
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
ほ
ど
、
南
本
町
区
の
区
長
さ
ん
が
交
代
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
く
就
任
さ
れ
た
区
長
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

ご
都
合
に
よ
り
退
任
さ
れ
た
前
南
本
町
区
長
の

黒
岩
順
市
さ
ん
に
は
区
長
及
び
区
長
会
長
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
区
長
会
長
は
泉
水
区
長
で
あ
る
桜
井
宏

機
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
併
せ
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

第16回

「被災地へ元気を贈る」を合言葉に、残雪の白根山に向けて疾走しました

新区長　篠原硯工 氏

　草津温泉に春を告げるイベント「ツール・ド・草

津」の第16回大会が開通間近の志賀草津高原ルー

トを会場に４月17日に盛大に開催されました。

　今回のエントリーは2,794名で北は青森県、南は

沖縄県と全国各地から参加いただきました。

　午前９時40分に天狗山特設会場において開会式

が行われ、競技開始となりました。今年は残雪も多

く、天候にも恵まれ、太陽に照らされた雪がキラキ

ラとまぶしい白根山コースでありました。

　ゴール後の充実感に満ち溢れた姿は、すがすがし

い汗とともに輝いていました。

　競技終了後は、天狗山レストハウスで表彰式が行

われ、被災地・仙台市から参加された選手がクラス

優勝を飾ると、同じ道を走り切った仲間からの温か

い拍手が鳴り続けました。

　今回の大会開催にあたり、お手伝いいただいたス

タッフのみなさん、そして関係者の皆さん、大変お

世話になりました。
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　草津小学校新入学児童に『さくらの

会（安斉文弥ほか６名）』の皆様から、

傘を寄贈していただきました。ありが

とうございました。

　『草津ロータリークラブ（会長・佐

藤勇人、幹事・関　康寛）』の皆様から、

児童用学校引き出しを寄贈していただ

きました。ありがとうございました。

草津小学校・草津中学校教職員異動のお知らせ
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た
た
か
い
お
心
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あ
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あ
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あ
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あ
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あ
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が
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た
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お
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　次のとおり、草津小学校・草津中学校の教職員に異動がありましたので、お知らせいたします。

区
分

転　　　　入 転　　　　出

職　名 氏　　　名 前　任　地 職　名 氏　　　名 転　出　先

草

津

小

学

校

教　頭 福　田　瑞　穂 岩島小 教　頭 埴　田　栄　一 草津中

教　諭 町　田　寿　一 坂上中 教　諭 上　田　淳　一 嬬恋　東中へ

教　諭 鶴　谷　信　彦 中之条中 教　諭 山　本　三喜子 長野原　中央小へ

教　諭 滝　沢　織　江 中之条小 教　諭 須　賀　道　郎 嬬恋　干俣小へ

教　諭 岡　村　朋　也 伊勢崎あずま中 教　諭 山　﨑　清　美 置籍（長期社会体験）

教　諭 増　田　絵　美 新採用 地公臨 小　熊　祥　恵 任用期間満了

事　務 湯　浅　信　子 高山小 地公臨 浅　井　直　美 任用期間満了

地公臨 黒　岩　由紀乃 採　用 地公臨 松　田　和　美 任用期間満了　事務

地公臨 小　熊　祥　恵 採　用 地公臨 黒　岩　由紀乃 任用期間満了

草

津

中

学

校

教　頭 埴　田　栄　一 草津小 教　頭 柴　崎　弘　光 吾妻教育事務所へ

教　諭 清　水　一　夫 岩島小 教　諭 熊　川　八重子 定年退職

教　諭 山　西　　　充 坂上小 教　諭 中　沢　　　博 嬬恋　田代小へ

教　諭 山　口　和　克 名久田小 教　諭 角　田　喜久雄 中之条中へ

教　諭 市　村　宏　美 六合小 教　諭 齋　藤　　　章 中之条中へ

教　諭 初　見　綾　子 名久田小 教　諭 宮　﨑　俊　央 吉岡　明治小へ

教　諭 黒　岩　功　太 新採用 教　諭 塩　原　　　貴 東吾妻　原町小へ

地公臨 下　谷　良　輔 採　用 地公臨 丸　橋　友　樹 任用期間満了
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任
期
満
了
に
伴
う
草
津
町
議
会
議
員
選
挙
が
四
月

二
十
四
日
に
執
行
さ
れ
、
新
た
に
十
二
人
の
草
津
町

議
会
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
五
日
に
は
役
場
議
場
に
お
い
て
当
選
証

書
付
与
式
が
行
わ
れ
、
宮
﨑
眞
太
郎
草
津
町
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
か
ら
当
選
さ
れ
た
方
々
に
対
し
当

選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
六
日
に
は
初
議
会
が
開
か
れ
、
新
し
い
議
会

構
成
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
長
に
は
宮
崎
公
雄
議
員
が
、
副
議
長
に
は

水
出
文
夫
議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
に
よ
り
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
事
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
議
会
構
成
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

総務観光常任委員会 民教土木常任委員会

◎ 黒　岩　　　卓 ◎ 桜　井　伸　一

○ 山　田　英　器 ○ 上　坂　国　由

宮　﨑　謹　一 宮　崎　公　雄

後　藤　文　雄 水　出　文　夫

市　川　栄　一 羽　部　光　男

竹　渕　康　弘 新　井　祥　子

温泉温水対策特別委員会 議会運営委員会

◎ 宮　﨑　謹　一 ◎ 羽　部　光　男

○ 竹　渕　康　弘 ○ 市　川　栄　一

水　出　文　夫 宮　﨑　謹　一

黒　岩　　　卓 桜　井　伸　一

山　田　英　器 黒　岩　　　卓

上　坂　国　由 後　藤　文　雄

◎…委員長　　○…副委員長

　

草
津
町
議
会

新
し
い
体
制
へ

議　長　　宮　崎　公　雄

副議長　　水　出　文　夫
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従
来
、
行
政
が
実
施
し
て
い
た
住

民
健
診
は
医
療
保
険
者（
保
険
証
の

発
行
元
）に
よ
り
特
定
健
診
と
し
て
実

施
さ
れ
て
お
り
、
草
津
町
で
は
「
に
っ

こ
り
健
診
」「
は
つ
ら
つ
健
診
」
と
し

て
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

●「
に
っ
こ
り
健
診
」

対
象
者
：
65
歳
以
上
の
方

６
月
27
日（
月
）〜
７
月
１
日（
金
）

※ 

受
付
時
間
は
個
人
通
知
に
よ
り

地
区
ご
と
に
指
定
し
ま
す
。

●「
は
つ
ら
つ
健
診
」

対
象
者
：
40
歳
〜
64
歳
の
国
保
加

入
者

７
月
６
日（
水
）〜
８
日（
金
）午
前

９
時
30
分
か
ら
11
時
、
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時

●「
国
保
若
年
者
健
診
」

18
歳
〜
39
歳
の
国
保
加
入
者
を
対

象
に
は
つ
ら
つ
健
診
と
同
日
程
に

実
施
し
ま
す
。

●
ご
注
意

（
１
）受
診
の
際
に
は
保
険
証
、
受
診

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
に
つ
い
て

・
国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
75
歳
以
上
の
方
）
に
加
入
し
て

い
る
方
に
は
５
月
下
旬
に
町
が
発

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
助
成
に

つ
い
て

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方
を
対
象

に
、
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
助
成
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
の
対
象
と
な
る
方
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
さ
れ
て

い
て
、
検
診
当
日
に
草
津
町
に
住
所

を
有
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
の
方
で
す
。

　

一
人
に
つ
い
て
、
二
万
一
千
円
を

限
度
と
し
て
、
助
成
（
当
該
年
度
に

お
い
て
一
回
）
い
た
し
ま
す
の
で
、

助
成
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、保
険
証
、

印
鑑
、
領
収
書
、
検
診
結
果
通
知
を

持
参
の
上
、
住
民
課
窓
口
（
二
番
窓

口
）
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

町
で
実
施
す
る
に
っ
こ
り
検
診

（
後
期
高
齢
健
診
対
象
者
）
を
受

診
さ
れ
る
場
合
は
、
原
則
人
間

ド
ッ
ク
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課

　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

℡  
８
８
・
７
１
９
２

○ 

ホ
テ
ル
・
旅
館
、
公
衆
浴
場
等
の

お
風
呂
に
入
る
場
合
、
貴
重
品
は

絶
対
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

○ 

ホ
テ
ル
・
旅
館
、
公
衆
浴
場
等
の

経
営
者
や
従
業
員
の
皆
様
へ

　
　
　
　
　

 

⬅

　

お
風
呂
に
入
る
お
客
さ
ん
に
、
脱

衣
場
に
貴
重
品
を
持
ち
込
ま
な
い
よ

う
必
ず
ひ
と
声
か
け
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
原
警
察
署

　

℡  
８
２
・
０
１
１
０

お
ら
知

せ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
の
方
へ

脱
衣
場
ね
ら
い
の
被
害
に

ご
用
心
‼

「
に
っ
こ
り
健
診
」

「
は
つ
ら
つ
健
診
」

実
施
の
お
知
ら
せ

送
い
た
し
ま
す
。

・
社
会
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、
各
種

保
険
組
合
等
）
の
扶
養
の
方
に
は

各
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す

（
発
行
時
期
、
発
行
方
式
は
各
保
険

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

（
２
）加
入
者
本
人
の
方
は
各
事
業
所

主
管
の
事
業
所
健
診
を
優
先
し
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
（「
に
っ
こ

り
健
診
」
の
受
診
も
可
能
で
す
が

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
健
康

診
断
の
代
用
と
は
な
り
ま
せ
ん
。）

（
３
）特
定
健
診
等
を
受
診
し
た
場
合
、

各
保
険
者
の
実
施
す
る
他
の
助
成

制
度
（
人
間
ド
ッ
ク
助
成
等
）
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
不
明
な
点
は
お
早
め
に
ご
自
分
の

加
入
す
る
医
療
保
険
者
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

℡  
８
８
・
５
７
９
７

　プールの水入れ替え及び清掃作
業により下記の日程にて休館とな
ります。町民の皆様にはご迷惑を
おかけしますが、ご了承ください
ますようお願いいたします。

【休館期間】５月23日（月）から
 ５月27日（金）まで

◆ 人権相談・行政相談をご利用ください ◆
　行政相談は、皆さんが日ごろ国道・国税・登記など国の
業務、地方公共団体が国から委任や補助を受けて行ってい
る国民年金・生活保護などの業務についての苦情や意見な
どの相談を受けますのでお気軽にご相談ください。
　草津町では併せて人権相談も同時に開催しています。人
権相談はいじめや女性・高齢者をめぐる人権の問題や家庭
内の問題、近隣とのトラブルなど幅広い相談に人権擁護委

員が応じます。相談は無料で、相談内容についての秘密は
厳守します。

問い合わせ先　草津町役場総務課　TEL.88－0001

・５月25日（水） 10：30～14：30
・６月１日（水） 10：00～15：00
　会場：役場４階　第一委員会室　※予約は不要です

町民プールからのお知らせ

長
野
原
警
察
署
か
ら
の
お
願
い
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◆
納
期
限　

５
月
31
日
（
火
）

◆
納
税
場
所　

県
内
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
自
動
車
税
事
務
所
、
県

税
事
務
所
、
行
政
県
税
事
務
所
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、「
Ｐ
ａ

ｙ

－

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）」

対
応
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
・

Ａ
Ｔ
Ｍ

※ 

詳
し
く
は
５
月
に
送
付
さ
れ
る
納

税
通
知
書
、
ま
た
は
群
馬
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
【（http://w
w
w
.pref.

gunm
a.jp/

）に
ア
ク
セ
ス
し
、「
自

動
車
税
特
集
」
で
検
索
】
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他　

口
座
振
替
納
税
を
ご
利

用
の
場
合
、
５
月
31
日（
火
）が
引

き
落
と
し
日
と
な
り
ま
す
の
で
、

前
営
業
日
ま
で
に
預
金
残
高
を
必

ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
申
し
込
ま
れ
る
場
合

は
、
24
年
度
の
納
税
か
ら
の
ご
利

用
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
に

は
軽
自
動
車
税
が
か
か
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
・
町
村
役
場

税
務
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
県
税
事
務
所

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
３
３
０
０

ま
た
は
群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

℡  
０
２
７
・
２
６
３
・
４
３
４
３

　

中
央
児
童
相
談
所
で
は
、
遠
く
て

気
軽
に
相
談
で
き
な
い
地
域
に
出
張

し
て
相
談
を
受
け
る
「
巡
回
児
童
相

談
」
を
行
っ
て
お
り
、
吾
妻
地
区
に

お
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
６
月
15
日（
水
）

ま
で
に
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　

平
成
23
年
７
月
８
日（
金
）

10
時
か
ら
15
時
ま
で

▽
場
所　

中
之
条
町
役
場

▽
相
談
員　

児
童
福
祉
司
、
精
神
科

医
、
心
理
判
定
員
な
ど

▽
相
談
内
容　

し
つ
け
、
言
葉
の
遅

れ
、
発
達
の
遅
れ
、
非
行
等
の
相

談
、
家
庭
養
育
相
談
、
療
育
手
帳
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
た

め
の
判
定
や
診
断
等
の
相
談
な
ど

▽
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

℡  
８
８
・
７
１
８
９

　

日
頃
よ
り
当
施
設
を
ご
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
電
力

不
足
に
伴
い
、
昼
間
の
吾
妻
郡
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
・
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
交

流
ホ
ー
ル
の
利
用
お
よ
び
夜
間
の
会

議
室
利
用
者
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
面
の
電
力
需
要
の
安
定

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
５
月
よ
り

一
時
的
に
通
常
貸
出
に
戻
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
の
電
力
需
要
・
復

興
状
況
に
応
じ
て
貸
出
の
制
限
ま
た

は
中
止
等
の
対
応
策
を
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
な
い

と
は
い
え
、
電
力
状
況
が
回
復
し
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き

続
き
節
電
に
ご
協
力
下
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

・
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ

　

℡  
０
２
７
９
・
７
６
・
３
１
１
１

・
吾
妻
郡
文
化
会
館

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
５
１
７
４

　

子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年
４
月

〜
９
月
ま
で
の
６
カ
月
間
こ
れ
ま
で

と
同
じ
月
額
１
３
，
０
０
０
円
で
引

き
続
き
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

▽
支
給
金
額

子
ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
１
３
，

０
０
０
円

▽
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
（
０

歳
か
ら
15
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）

▽
支
給
月

平
成
23
年
６
月
（
平
成
23
年
２
月

分
〜
５
月
分
）

平
成
23
年
10
月
（
平
成
23
年
６
月

〜
９
月
分
）

　

ご
注
意

▽
次
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

へ
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
出
生
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
養
育

す
る
子
ど
も
が
で
き
た
方

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
出
生
な
ど

に
よ
り
養
育
す
る
子
ど
も
が
増
え

た
方

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
他
の
市
町

村
か
ら
引
っ
越
し
を
さ
れ
た
方

▽
次
の
方
は
、
手
続
き
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん

・
す
で
に
受
給
し
て
い
て
、
支
給
対

象
と
な
る
子
ど
も
の
数
に
変
更
が

な
い
方

▽
平
成
23
年
６
月
の
現
況
届
の
提
出

は
不
要
で
す

※
た
だ
し
、
10
月
に
届
出
・
申
請
な

ど
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課

　

℡  
８
８
・
７
１
９
２

５
月
は
自
動
車
税
の

納
期
で
す

巡
回
児
童
相
談
の
お
知
ら

せ

子
ど
も
手
当
は
引
き
続
き

支
給
さ
れ
ま
す

ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
・
吾
妻
郡

文
化
会
館
施
設
利
用
者
の

皆
様
へ

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
、
運
輸
支
局
に
登
録

さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
５
月
上

旬
に
自
動
車
税
事
務
所
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に

よ
り
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。
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５
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
「
春
の

県
民
防
犯
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
次
の
こ
と
を
心
掛
け
る

と
と
も
に
、
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
や
あ

い
さ
つ
運
動
で
防
犯
の
輪
を
広
げ
、

安
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

○
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
に
注
意

・
日
頃
か
ら
、
子
ど
も
と
安
全
対
策

に
つ
い
て
話
し
合
う

・
外
出
す
る
と
き
は
、
行
き
先
や
帰

宅
時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
る

・
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
行
か
な

い
、
危
険
を
感
じ
た
ら
大
声
で
助

け
を
求
め
る

・
地
域
の
大
人
が
協
力
し
て
通
学
路

や
危
険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

○
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

・
振
り
込
め
詐
欺
に
は
十
分
注
意
し
、

振
り
込
む
前
に
確
認
・
相
談
を
す

る
○
ひ
っ
た
く
り
・
空
き
巣
に
注
意

・
出
掛
け
る
と
き
は
必
ず
戸
締
ま
り

を
す
る
と
と
も
に
、
ご
近
所
に
一

声
掛
け
る

・
金
融
機
関
で
現
金
を
下
ろ
す
と
き

は
、周
囲
に
注
意
を
払
い
、帰
り
道

は
バ
ッ
グ
な
ど
を
歩
道
側
に
持
つ

・
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
の
前
か
ご

に
、
ひ
っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ
ト
を

付
け
る

○
自
転
車
盗
や
車
上
狙
い
に
注
意

・
自
転
車
は
放
置
せ
ず
、
頑
丈
な
鍵

で
二
重
ロ
ッ
ク
を
す
る

・
自
動
車
を
駐
車
す
る
と
き
は
鍵
を

抜
き
、
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
す
る

・
自
動
車
内
に
貴
重
品
を
置
か
な
い

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
警
察
本
部
安

全
安
心
推
進
課

　

℡  
０
２
７
・
２
４
３
・
０
１
１
０

　

内
線
３
４
３
２

▽
期
日　

６
月
２
日
（
木
）

▽
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
▽
会
場　

県
住
宅
公
社
ビ
ル
（
前
橋

市
紅
雲
町
）

▽
内
容　

土
地
・
建
物
価
格
、地
代
、

家
賃
な
ど
の
相
談
に
不
動
産
鑑
定

士
が
応
じ
ま
す

▽
申
し
込
み
方
法　

当
日
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
庁
土
地
・
水

対
策
室
℡  
０
２
７
・
２
２
６
・
２

３
６
６　

ま
た
は
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会
℡  
０
２
７
・
２
４
３
・
３

０
７
７

春
の
県
民
防
犯
運
動

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
土

地
価
格
な
ど
の
無
料
相
談

会
（
６
月
）

 ◆事例１ 
　地震の揺れを感じた直後、「地震速報」というタイトルのメールが届いた。「詳細情報はこちら」とあったため、

そのアドレスをクリックしたところ、突然出会い系サイトにつながり、「ご利用ありがとう。利用代金１万円を支払っ

て」と画面に表示された。支払い義務はあるのか？

 ◆事例２ 
　高校生の娘の携帯電話に、友人から震災募金の協力要請のメールが届き、同じ内容を10人にメールするよう

書かれていた。募金先は聞いたことのないNPO法人となっているが大丈夫か。

 ひとことアドバイス 
・震災に便乗した悪質なメールのトラブルが発生しており、子どもにも被害が及んでいます。

・事例のように、地震に関する情報提供を装って出会い系サイトやアダルトサイトに誘導する手口のほか、「義援

金」「募金」を名目としたものもあります。トラブルにあったら、すぐにお住まいの自治体の消費生活センター

等に相談してください。

・多数の人へのメール転送を強要する「チェーンメール」は、内容の真偽が不明であるほか、通信ネットワーク

に負担をかけ、必要なメールが届きにくくなる可能性もあります。転送は絶対にやめましょう。

・義援金を送る場合は、信用できる団体であることを確認してから送るようにしましょう。

震災に乗じた悪質メールが子どもに‼

おかしいな？と思ったら、吾妻郡消費生活センターへご相談ください。

吾妻郡消費生活センター　TEL.0279－75－1166
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日
本
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
に

直
面
し
て
い
ま
す
が
、
み
ん
な
さ

ん
が
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
で
は
地
震
が
珍
し
く
、

強
い
地
震
が
全
然
な
い
の
で
大
学

時
代
に
留
学
で
東
京
に
来
た
時
、

数
多
く
の
地
震
に
驚
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
最
近
の
地
震
と
強
さ

が
全
く
違
い
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
で

２
〜
３
回
ぐ
ら
い
だ
け
弱
い
地
震

を
感
じ
た
私
に
と
っ
て
、
常
に
地

震
の
起
こ
る
場
所
が
あ
る
こ
と

は
あ
ま
り
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ド
イ
ツ
で
の
自
然
災
害
は
大
雨

か
雪
解
け
の
た
め
川
が
氾
濫
し
洪

水
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
死

傷
者
が
で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ド
イ
ツ
の
建
物
に
よ
く
あ
る
地
下

室
に
水
が
流
れ
て
、
物
的
損
害
に

な
る
場
合
が
多
い
で
す
。

　

被
災
者
が
多
い
た
め
甚
大
な
被

害
が
出
た
と
み
ん
な
が
分
か
り
ま

す
が
、今
回
の
地
震
の
直
後
で
も
、

ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
一
番
大
き
な

心
配
は
お
そ
ら
く
原
発
事
故
に
よ

る
放
射
能
汚
染
で
し
た
。
ほ
と
ん

ど
の
人
は
地
震
や
津
波
と
直
接
の

経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
は
み
ん
な
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。
私
も
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
が
起
こ
っ

た
時
ま
だ
６
歳
で
し
た
が
、
ド
イ

ツ
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
影
響
が

あ
っ
た
と
い
う
意
識
の
中
で
育
ち

ま
し
た
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
以
前

か
ら
、
何
と
な
く
ド
イ
ツ
で
は
放

射
線
を
日
本
人
以
上
に
恐
が
っ
て

い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、

ド
イ
ツ
で
は
理
由
が
な
い
と
健
康

診
断
で
は
絶
対
に
胸
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
を
撮
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
に
来
る
前
に
日
本
の
雇
用

主
の
た
め
に
ド
イ
ツ
で
健
康
診
断

を
受
け
た
時
、
ド
イ
ツ
の
医
者
は

胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
必
要
だ
と
聞

い
て
す
ご
く
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。

　

ド
イ
ツ
の
地
震
に
つ
い
て
の

ニ
ュ
ー
ス
に
は
か
な
り
大
げ
さ
で

し
た
が
、一
方
で
、日
本
の
ニ
ュ
ー

ス
は
ち
ょ
っ
と
控
え
め
過
ぎ
と
し

て
感
じ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
パ

ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
な
伝
え

方
を
す
る
こ
と
は
一
番
大
切
で
す

が
、 

最
終
的
に
情
報
が
少
な
い
と

思
う
人
は
伝
達
さ
れ
た
こ
と
を
信

用
で
き
な
く
な
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　

そ
の
ド
イ
ツ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見

た
家
族
や
友
達
は
す
ご
く
心
配
し

て
い
て
、「
帰
っ
た
方
が
い
い
の
で

は
？
」
と
い
う
提
案
も
結
構
出
て

き
ま
し
た
。
そ
の
上
に
、
東
京
や

埼
玉
の
外
国
人
の
友
達
は
日
本
を

出
る
か
、
少
な
く
と
も
関
西
か
九

州
ま
で
行
っ
た
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
大
使
館
は

地
震
数
日
後
大
阪
に
移
動
し
、
日

本
滞
在
の
ド
イ
ツ
人
に
も
関
東
を

出
る
よ
う
に
勧
め
ま
し
た
。

　

日
本
に
あ
る
ド
イ
ツ
の
会
社
で

勤
め
て
い
る
人
は
会
社
が
ド
イ
ツ

に
戻
ら
せ
た
か
、
追
っ
て
通
知
が

あ
る
ま
で
休
み
を
も
ら
い
ま
し
た

が
、
普
通
の
人
は
無
期
限
の
休
み

が
取
れ
な
い
で
す
よ
ね
？　

そ
れ

か
ら
、
私
は
ず
っ
と
日
本
に
住
む

予
定
が
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
悩
み
ま
し
た
。
日
本
に
残
る
か

国
に
帰
る
か
、
と
て
も
迷
い
ま
し

た
。

　

帰
国
し
た
人
に
も
容
易
な
決
断

で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

最
初
か
ら
絶
対
何
年
後
か
に
国
に

帰
る
つ
も
り
か
、
特
に
日
本
と
強

い
つ
な
が
り
が
な
い
人
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
、
例
え

ば
小
さ
い
子
供
が
い
る
か
ら
帰
国

す
る
と
い
う
人
の
考
え
は
よ
く
理

解
で
き
ま
す
が
、
私
は
少
し
休
み

を
取
っ
て
４
月
に
草
津
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
関
西
に
行
こ
う
と
思

い
ま
し
た
が
最
終
的
に
は
福
島
に

少
し
近
く
、
草
津
よ
り
地
震
を
強

く
感
じ
る
場
所
に
知
人
を
頼
っ
て

滞
在
し
て
い
ま
し
た
。
一
人
で
は

な
か
っ
た
の
で
少
し
安
心
し
ま
し

た
。

　

地
震
後
日
本
を
出
た
友
達
は
ど

う
し
て
い
る
か
気
に
な
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
？　

日
本

に
戻
っ
た
人
も
い
ま
す
が
、
戻
っ

て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。後
者
は
、

帰
国
後
す
ぐ
に
新
し
い
仕
事
や
ア

パ
ー
ト
を
探
し
始
め
た
か
、
ま
だ

日
本
に
戻
る
か
ど
う
か
決
め
て
い

な
い
人
も
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
は
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
の
日
本
の
方
や
、
日
本
に

住
む
多
く
の
外
国
人
が
予
想
も
し

な
か
っ
た
状
況
に
お
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
復
興
を
私
を
は
じ
め
、
ド

イ
ツ
国
民
も
願
っ
て
い
ま
す
。

草
津
町
の
み
ん
な
さ
ん
、

　

こ
ん
に
ち
は
！

ナターシャの簡単ドイツ語講座 ③

※Guten Tag（グーテンターク：ドイツ語でこんにちは）

 グーテンターク、草津 とは草津町国際交流員ナターシャ・グリンカ
がドイツのことや日本での発見をお伝えするページです。

Erdbeben.　地震
（エーアトベーベン）

日本語の言葉と同じく、「Erde」（地）と「beben」（震
える）の言葉が組み合わさってできたものです。

いでゆ　第557号 ○8



図書館の避難者向けサービスご利用ください図書館の避難者向けサービスご利用ください
草津町立図書館写真 で紹介こんにちは、図書館ですこんにちは、図書館です

　４月20日から館内で観光展示を実施。笠間市（茨城県）も同時開催中です。
　パンフレットは福島の図書館員が送ってくれたものや、東京八重洲の福島県八重洲観光交流館で職員が入手したもの、
福島市の福島県観光物産交流協会で郵送されたものを揃えています。
　浜通り周辺のパンフレットは、どこも少なく入手が困難ですが、避難者の方たちは手に取って、持ちかえられています。
　町民も「福島」のことを理解するため、パンフレットを興味深そうに手にとる方もいらっしゃいます。

　館内の新聞コーナー。通常の７紙のほか、福島県内
で発行されている新聞を設置。草津町内の避難所は旅
館やホテル、ペンションに分宿しており、壁新聞のよ
うなことが不可能であるため、図書館に配置しました。
町災害対策支援室に送られてくる「福島民友」「福島民
報」の２紙は、福島－群馬両県庁を経由して届けられ
ます。物流の関係で２、３日前の新聞しか置けませんが、
避難された方は、真剣に目を通しています。
　隣県にも関わらず、その日の新聞が入手できないこ
とがもどかしいところです。

　避難者向けの生活情報ファイル（左）は首相官邸災害対策ＨＰ
にある「被災地直行壁新聞」や南相馬市のＨＰにある情報をプ
リントして綴っています。

　福島民報号外（右）は、メールで配信される
民報の号外（上毛新聞が協力）を綴っており、
号外は旅館組合を経由して、各宿泊施設に配
信されます。

○ いでゆ　第557号9



　避難者向けに簡易な利用案内と申

込書を各宿泊施設に配布しました。

　町民と同じ条件で貸出（特に制限

はなし）３月28日の交流会で職員が

図書館利用を呼び掛けたところ、翌

日から登録される人が増えました。

どうぞご利用ください。

　こんにちは。草津町立図書館です。
　図書館はどなたでも気軽に利用することができます。
　小さな図書館ですが、読書や調べ物にぜひお出かけください。
　新聞、雑誌もあります。また、本やＣＤを借りることもできます。
　以下の申込書に記入の上、手続きください。
　みなさんの来館をお待ちしています。

 図書館利用に費用はかかりません。 

《図書館案内》
開館日：火曜～日曜　９：00～17：00
　　　　☆計画停電中も開館しています。
　　　　＊月曜、月末日はお休み。
本やＣＤが借りられます。
　　　　・本～無制限　期間15日間
　　　　・ＣＤ～３枚　期間８日間
問い合わせ：TEL.0279－88－7190

図書館利用申込書 年　　月　　日
ふりがな

男
・
女
生年月日

大・昭・平・西暦

年　　月　　日名　前

じゅうしょ
電話
番号

携帯可

住　所

町外の方 草津での滞在先（名称）
１.通勤・通学　２.アルバイト
３.マンション　４.湯治
５.その他（観光・他町村等）

備考（図書館記入欄） 保護者名

登録番号（図書館記入欄）

20110325

キリトリ

キ
リ
ト
リ

MAP 湯畑

バスターミナル

東京方面

＊場所が分か
らない方は
滞在先の方
に問い合わ
せください。

草津町立図書館
（町役場１階）

　３月28日に行われた南相馬市民
の交流会（草津町社会福祉協議会
主催）「民報」「民友」を提供したと
ころ「古いものでいいから」とみ
んな我先にと読んでいました。
　地元のニュースを最優先に伝え、
昔から馴染んでいる新聞は、南相
馬の人たちにとっての「ふるさと」
からの便りにほかならないのです。

　図書館の掲示板に南相馬市民のための交流会の模様を伝える
町公報（号外）を貼り出してあります。また、震災に対する生
活情報や町民へのお知らせなども同時に掲示してあります。

　図書館を利用してくれた南相馬の方が書いてくれた絵手
紙。右が三春の滝桜。左は草津から見える浅間山。
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第22回　群馬県スポーツ少年団

小学生柔道交流大会
　３月６日（日）、県内各地から63団体・864名が参加し、ぐんま武道館大

道場にて標記大会が行われました。

　草津町から出場した選手の健闘を称え、以下のとおりお知らせいたします。

１年 男子 軽 量 級 第 ３ 位 神 田 惇 英

２年
男子

軽 量 級 優 勝 本 多 夏 葵
軽中量級 第 ３ 位 渡 邉 貴 裕
重 量 級 ベスト８ 君 嶋　　 光

女子 中 量 級 ベスト８ 神 田 玲 佳

３年
男子 中 量 級 準 優 勝 朝倉ジョージ
女子 軽 量 級 優 勝 澁 谷 愛 優

５年
男子 中 量 級 準 優 勝 長 岡 信 悟
女子 軽 量 級 第 ３ 位 菊　池　和寿美

６年
男子

軽 量 級 ベスト８ 小 林 健 二
重 量 級 ベスト８ 干 川 大 和

女子 軽 量 級 ベスト８ 澁 谷 美 優
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科
日 内　　　　科 外　　　　科 休日夜間当番病院

５月15日（日）
東吾妻町

（68）5211
吾妻脳外循環科

草津町
（88）4321
草津こまくさ病院

中之条町
（75）3011
吾妻さくら病院

中之条町
（75）3011
吾妻さくら病院

５月22日（日）
東吾妻町

（59）3010
東吾妻町診療所

長野原町
（85）2259
長野原診療所

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

５月29日（日）
中之条町

（75）3350
田島病院

嬬恋村
（97）3800
桜井クリニック

中之条町
（75）3011
吾妻さくら病院

中之条町
（75）3011
吾妻さくら病院

※専門外の疾患の場合は対応しかねることもあります。

✚５月当番医予定表

24時間健康テレホンサービス
群馬県保険医協会では、

「24時間健康テレホンサービス」を
実施しています。

電話027-234-4970（ヨクナレ）に
かけると約３分の健康講話が聞けます。

プ
ロ
グ
ラ
ム

５
月
（
１
日
か
ら
31
日
）

月
曜
／
５
月
・
６
月
に
起
き
る
花
粉
症

火
曜
／
中
高
年
世
代
の
心
の
危
機

水
曜
／
こ
こ
ろ
の
病
・
パ
ニ
ッ
ク
障
害

木
曜
／
過
換
気
症
候
群
と
は

金
曜
／
口
内
炎

土
・
日
曜
／
軟
ら
か
い
食
事
と
消
化

☆
直
接
相
談
タ
イ
ム
（
医
師
対
応
）

12
日
（
外
科
・
整
形
外
科
）
と

18
日
（
歯
科
）
で
す
。

※
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
ま
で

固
定
資
産
税 

１
期

都
市
計
画
税 

１
期

納
期
限

平
成
23
年
５
月
31
日（
火
）

今
月
の
納
税

お悔やみ申し上げます　※敬称略

地　区 氏　　名 享年

馬　場 山
やまざき

崎　道
みち

江
え

57

立　町 冨
とみ

沢
ざわ

　芳
よし

子
こ

84

立　町 尾
お

﨑
ざき

　利
とし

春
はる

86

南本町 田
た

内
うち

清
せい

八
はち

郎
ろう

82

昭　和 剱
けん

持
もち

　　進
すすむ

86

西殿塚 沖
おき

津
つ

アサノ 87

お誕生おめでとう　※敬称略

地　区 氏　名 保護者

西殿塚 小
こ

林
ばやし

義
よし

登
と 裕　人

ゆ　り

南本町 松
まつ

井
い

大
ひろ

也
や 吉　雄

香　織

泉　水 黒
くろ

岩
いわ

辰
たつ

穂
ほ 良　平

眞　喜

昭　和 大
おお

場
ば

心
この

花
か 雅　仁

さくら

立　町 工
く

藤
どう

真
ま

菜
な 強　一

絵利香

掲載を希望されない方は届け出の際お申し出ください。
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13（金）こころの健康相談（保健センター　14：00～予約制） 28（土）

14（土） 29（日）

15（日） 30（月）

16（月） 31（火）中学３年生　修学旅行（６／２まで）乳児相談（10：00～10：30　保健センター）

17（火）幼児個別相談（保健センター　指定された時間）

18（水）健康相談（保健センター　13：30～14：00）

19（木）

20（金）

21（土）おはなし会（図書館　11：00～）

22（日）

23（月）

24（火）中学２年生　高原学校（26日まで）

25（水）人権相談・行政相談（役場４階第一委員会室　10：30～14：30）

26（木）

27（金）

平成23年５月13日 発行
編集発行:草津町役場総務課 〒377-1792　群馬県吾妻郡草津町草津28番地
 Tel.0279－88－0001　Fax.0279－88－0002
U R L  h t t p : / / w w w . t o w n . k u s a t s u . g u n m a . j p

題字は草津町書道会会長　本多銀造氏書

（　）前年対比

５月の行事予定表

タウンデータ

人口・世帯数
（23年５月１日現在）

男
合　計

転　入
転　出

3,530人
7,196人

59人
53人

女
世　帯

3,666人
3,496世帯

入り込み客数
（４月分）

合　計

日帰り

宿　泊

182,981人（83.24％）

68,640人（83.92％）

114,341人（83.43％）

我が家のアイドル（特別編）
　今回のわが家のアイドルは４月28日に総合体育館で
開催された福島県・南相馬市民との交流会にて輪投げ大
会に参加されたお子さん達をご紹介します。

カレンダー内のお問合せ先
観光協会 88-0800 観光公社 88-4050
保健センター 88-5797 草津中学校 88-2227
教育委員会 88-0005 草津小学校 88-2156
スポーツ振興課 88-5288 草津国際スキー場 88-8111
草津温泉フットボールクラブ　88-7370

総務課 88-0001　　住民課 88-7192　　福祉課 88-7189
土木課 88-7184　　観光創造課 88-7188
図書館 88-7190　　草津公民館 88-3619
社会福祉協議会 88-1050　　千客万来事業部 88-9000

左から 今
こん

野
の

陸
り

久
く

くん ２歳
浪 江 町

　　未
み

詩
う

ちゃん ４歳

末
すえ

永
なが

翔
しょう

太
た

くん １歳
南相馬市

　　さくらちゃん ２歳
　小さな手で一生懸命に輪投げをしている姿が印象的
でした。ご家族のみなさまと共に、お体に留意して、
元気に草津で過ごしていただきたいと思います。


